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こくみん共済 coop 静岡推進本部   
(静岡県労働者共済生活協同組合) 
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静
岡
ろ
う
き
ん
は
、働
く
仲
間
の
ご
愛
顧・ご
支
援
の
も
と
、本
年
三

月
、七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。労
働
者
福
祉
の
前
進
に
向
け
、こ
れ
ま

で
の
感
謝
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
参
り
ま
す
。
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岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

　長 

稲 

垣  

滋 

彦

　
2
0
2
2
年
2
月
2
4
日
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
未

だ
に
戦
争
は
続
い
て
い
る
。
国
連
の
目
的
は
世
界
の
平
和
と
安
全
を

守
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
世
界
中
の
人
々
の
声
と
取
り
組
み
が
世
界

を
動
か
す
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
昨
年
、
台
風
1
5
号
が
、
静
岡
県
内
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
私
た
ち
は
、
た
す
け
あ
い
の
輪
を
む
す
ぶ

取
り
組
み
を
通
じ
て「
明
日
へ
の
備
え
」の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

先
人
の
　
想
い
を
つ
な
ぎ
　
七
十
年

　
　
　
　
　
　
働
く
者
と
　
と
も
に
未
来
へ

ひ
ま
わ
り
の
　咲
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　一
日
も
早
く

　
　
　
　
　
　
一
人
ひ
と
り
の
　
尊
厳
の
た
め
に

予
期
し
な
い 

事
故
や
災
害 

来
よ
う
と
も

　
　
　
　
　「
も
し
も
」の
前
の 

確
か
な
備
え
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

赤 

池

　浩 
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（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

菅

　勝 

幸

　
労
働
運
動
は
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
、
労
働
組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る

「
f
a
c
e 

t
o 

f
a
c
e
」
を
大
切
に
し
、
組
合
員
に
寄
り

添
い
合
う
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

理
事
長

中 

西

　清 

文

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
は
続

い
て
い
ま
す
が
、
福
祉
運
動
の
共
助
の
力
で
多
く
の
人
と
つ
な
が
り

笑
顔
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

厳
し
さ
が
　
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で

　
人
を
つ
な
ぎ
　
笑
顔
を
つ
く
る
　
福
祉
運
動

（
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財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

寄
り
添
い
合
い 

共
感
し
合
い 

高
め
合
う
　

　
　
　
　
　
距
離
を
保
つ
も
　
心
は
一
つ

お
互
い
の
幸
せ
願
う
　
相
互
扶
助

　
　「
今
」
あ
ら
た
め
て
　
そ
の
価
値
を
知
る

　
理
事
長
と
し
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
健

康
・
仕
事
・
子
育
て
…
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
人
々
の
暮
ら
し

を
後
押
し
す
る
思
い
で
務
め
て
い
ま
す
。
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら

共
に
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
年
金
は
世
代
間
で
支
え
助
け
合
う
こ
と
で
老
後
の
生
活
を
安
定

さ
せ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
老
後
の
不
安
を
少
し
和
ら
げ
、
よ
い

老
後
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
本
年
も
年
金
セ
ミ
ナ
ー
に
取
組

み
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

杉 

山

　裕 

保

よ
い
老
後
　
ね
ん
き
ん
が
繋
ぐ

　
　
　
　
　
　
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
　

（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

池 

冨 

　彰

２
０
２
3

び
出
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
癸
卯
は
、「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
花
開
き
、
実
り
始
め
る
こ
と
」
と

い
っ
た
縁
起
の
よ
さ
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
に
も
最
適
の

年
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
早
い
人
で
は
こ
の
年
か
ら
努
力
の
目
が
出
る
人
も
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
春
を
迎
え
、
各
福
祉
事
業
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
に
、
新
春
の
想
い
や
活
動
を
詠
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
年
を
む
か
え
、
皆
様
方
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
と
す
る
か
の
想
い
を
馳
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

2
0
2
3
年
は
「
癸
（
み
ず
の
と
）
卯
（
う
）」
年
で
す
。

　「
癸
」は
十
干（
じ
っ
か
ん
）の
1
0
番
目
で
あ
り
、物
事
の
終
わ
り
と
始
ま
り
を
意
味
す
る
他
、「
揆（
は

か
る
）」
と
い
う
文
字
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
種
子
が
計
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
り
、

春
の
間
近
で
つ
ぼ
み
が
花
開
く
直
前
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
卯
」
は
も
と
も
と
「
茂
」
と
い
う
字
が
由
来
と
い
わ
れ
「
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
」
と
い
う
意
味
、ま
た
、

「
卯
」
と
い
う
字
の
形
が
「
門
が
開
い
て
い
る
様
子
」
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
冬
の
門
が
開
き
、
飛

同
質
の 
協
力
は
和
で 

異
質
は
積

　
　
　
　
垣
根
を
超
え
て
　
つ
な
が
る
福
祉

　
同
じ
よ
う
な
考
え
を
持
つ
人
が
協
力
す
る
と
た
し
算
で
す
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
を
持
つ
人
が
協
力
す
る
と
か
け
算
に
な
っ
て
何
倍
も
の

力
を
発
揮
し
ま
す
。
組
織
の
垣
根
や
、
世
代
を
超
え
て
「
つ
な
が
る

仲
間
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
新
し
い
協
力
と
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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冬休み子ども食料支援の活動
　2021 年 12 月同様に、昨年末も冬休み期間中のひとり親のお子さまがいるご家庭へ食糧

支援活動を行いました。

　長引く新型コロナウイルス感染症拡大、急速な円安、原材料価格の上昇による物価高騰な

ど、低所得世帯の割合が高いひとり親のご家庭の暮らしは厳しさを増しています。

　ひとり親家庭への支援活動をしている「静岡県母子寡婦福祉連合会」、「シングルペアレン

ト１０１」と連携して、専用段ボールに詰め合わせて、食料支援を希望しているご家庭にお

配りしました。

　ご希望者の受付は「静岡県母子寡婦福祉連合会」、「シングルペアレント１０１」が対応し、

食品はクリスマス、お正月にあたたかな食事を楽しんでいただける品物を「ユーコープ」で

取り扱っている食品の中から選定し、提供しました。

　12 月 10 日に食料品の箱詰めから梱包、配送は、「静岡県母子寡婦福祉連合会」、「シング

ルペアレント１０１」、「ユーコープ」、「静岡県労働者福祉基金協会」、「静岡県労福協」のスタッ

フ、職員の方々の協力を得て行いました。

　2 年目の取組みとなりましたが、受け取っていただくご家庭の皆さんにとって、ウサギの

ように「ピョンピョン」と飛躍する一年となることを祈って、作業をさせてもらいました。

　2023 年が良き年となりますように。

静岡県生活協同組合連合会の活動をお知らせします

【自然災害等支援の活動】
台風 15 号による 9 月 23 日夜からの豪雨災害
発生に際し、県生協連として県災害ボランティ
ア本部・情報センターに参集し情報収集に務め
ました。県災害Ｖ本部からの要請を受け、社会
福祉施設への飲料水の運搬や施設復旧支援活動
をユーコープと協力しながら進めました。また
紙おむつの提供要請を受け、ユーコープ商品調
達部の協力をいただき、紙おむつ 500 枚など
を高齢者福祉施設に寄贈しました。

【生活困窮者支援の活動】
夏季一斉フードドライブにユーコープ静岡県内
全 17 店舗でフードドライブを実施しました。
また寄贈された食料品の仕分け（賞味期限別）
作業には 3 生協・1 連合会 24 名の役職員が参
加し、コロナ禍のなか感染防止対策を行いなが
ら仕分け作業を行いました。
9 月には静岡県母子寡婦福祉連合会が取り組む
「静岡県ひとり親会　食生活応援事業」に賛同
し、CO・OP 商品 13 品目（パックご飯、ホッ
トケーキミックス、お菓子など）の調達に協力
しました。

【核兵器廃絶と平和な社会の
　　　実現をめざす活動】
ビキニ水爆実験の被害者・久保山愛吉氏追悼焼
津行動を諸団体とともに開催しました。10 月
には静岡県広島・長崎原爆死没者合同慰霊式に
望月常務理事が参列しあいさつを述べました。

【行政との連携・協同】
7 月理事会終了後に、静岡県県民生活課との連
絡会を開催し、県がすすめる消費者行政の取組
みについて共有を図りました。県からは今年度
策定した消費者行政基本計画についての説明が
され、生協にエシカル消費の推進などに期待す
る旨の発言がされました。

【消費者支援の活動】
県生協連が事務局団体として参加している消費
者問題ネットワークしずおかでは、県委託事業・
消費生活相談員資格取得支援講座を受託し、ビ
デオ配信型の講座を実施しました。
また、11月には静岡市消費生活展に出展し「消
費者クイズ」を呼びかけました。150 人を超え
る消費者にご参加いただき、消費者契約に関す
るクイズと答え合わせをしながら学んでいただ
きました。

平和で安心して暮らせる活動を推進し、住みよい地域づくりに貢献します。
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つづけるSDGs はじめるSDGs

フードバンクふじのくに活動報告

　秋号に続き「持続可能な社会のた
めに ナマケモノにもできるアク
ションガイド」（国連広報センター）
から抜粋して行動例を紹介します。

寄稿いただいた方の中から掲載させていただいた
方に粗品をプレゼントいたします。

■応募要領　「レベル番号 (１～ 4)」と＜アクショ
ン＞（40 文字程度）をハガキ・FAX・e-mail のい
ずれかでご応募ください。掲載にあたっては、市
町村名とイニシャル ( あるいはニックネーム ) で紹
介させていただきます。
■締切日　2023年 2月17日（金）［消印有効］
■記載項目　①お名前②電話番号③郵便番号と住所
④「レベル番号 (１～ 4）」⑤＜アクション＞
⑥イニシャルあるいはニックネーム
                  〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1
　　　　　　県労福協だより編集
　　　　　　 FAX054-273-3110

＜アクション＞社内の冷暖房装置は省エ
ネ型に！

＜アクション＞「訳あり品」を買おう！
　大きさや形、色が規格に「合わない」
という理由だけで、捨てられてしまうよ
うな野菜や果物がたくさんあるよ。

＜アクション＞生鮮品や残り物、食べ切
れない時は早めに冷凍しよう。翌日まで
に食べられそうにないテイクアウトやデ
リバリーもね。そうすれば、食べ物もお
金も無駄にしなくて済むからね。

＜アクション＞請求書が来たら、銀行窓
口でなく、オンラインかモバイルで支払
おう。紙を使わなければ、森林を破壊し
なくて済む。

　日頃よりフードバンクふじのくにの活動に対するご支援をいただき、
誠にありがとうございます。
　今回は２０２２年夏のフードドライブのご報告をさせていただきます。
８月の一か月間で県内２９６箇所にて皆さまに集めていただいた食品は、
フードバンクふじのくにの役員選出団体（静岡県労福協、静岡県生協連、
静岡県福祉基金協会、連合静岡、静岡ろうきん）を中心とした５５名の
ボランティアさんのご協力のもと、無事に仕分けおよび倉庫への格納作
業が終わり、集められた食品の量は１２．６トンに上りました。
　冬のフードドライブは１月末まで展開中です。
　回収フードボックス設置拠点は二次元コードあるいはフードバンクふ
じのくにホームページから検索できます。
食品寄贈・ボランティアのご協力、今後ともぜひよろしくお願い致します。
　一方、食品の依頼状況は、昨年から継続して月400 件超というとても
多くの依頼を受けています。特筆すべきは依頼者の約６割が初めてフー
ドバンクふじのくにを利用したという実態です。新型コロナウイルス感
染症を背景とした収入減のなか、何とかギリギリで頑張ってきた人たち
が、ここ最近の物価高騰により、生活不安などからフードバンクを利用
しなければならない状況に陥っているのではないかと想像します。
　こうした依頼件数の増加により、食品の枯渇が懸念されるほどです。
今後も食品ロス削減と生活困窮者支援を柱に、～「もったいない」から「あ
りがとう」へ～の取り組みを県内各地に呼びかけていきますので、引き
続きの連携したご協力をよろしくお願いします。

あなたが取り組んでいる身近なSDGsの
活動をご紹介ください。

２０２２年夏のフードドライブ

E-mailは労福協ホームページの
「応募する」をご利用ください。

応募する をクリック

アクション、レベル番号はメッセージにお願いします。

回収フードボックス
設置拠点

応募先
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福祉基金協会では、2022 年 11 月に ALWFゼミ３コースを開催しました。
（11/12 マネージャーコース・11/15 ステップアップコース・11/8 リーダーコース）

ＡＬＷＦゼミ
マネージャー、リーダー、ステップアップの３コースを開催しました。

マネージャーコース　竹林講師

リーダーコース　鈴木専務

リーダーコース　鈴木講師

ステップアップコース　グループワーク

  １．    ゼミ・マネージャーコース
福祉事業団体の幹部役職員を対象に下記内容で講演を行いました。
●講演テーマ：「ナッジで手強い相手を動かす！」
●講師：竹林正樹氏（青森県立保健大学　博士）
　行動経済学「ナッジ」を用いて「分かっているのに実践するこ
とができない人」の行動を変える手法について学びました。また、
事例（高齢者にデイサービスの利用を促す等）を通して、行動を
阻害する要因（現状維持・面倒なことは先送り・自分は例外）を
取り除き、相手のその後の行動を変える実践的な方法を学ぶこと
ができました。参加者は５１名でした。

  ２．    ゼミ・リーダーコース
リーダー職員対象の「 リーダーコース 」を開催しました。
（１）「 静岡県労働者福祉運動小史講師団 」メンバーによる「  自主福  
　　 祉運動の歴史に学ぶ 」
　●講師：芦川和人氏
（２）「 静岡労金会員研修講師団 」メンバーによる
　　「 労働組合と福祉事業団体～リーダーに期待するもの～ 」
　●講師：ヤマハ労働組合 中央副執行委員長 守重勝文氏
（３）ファシリテーション講座
　●講師：鈴木まり子氏（NPO法人日本ファシリテーション協会フェロー ）
      「 みんなのやる気を引き出す話し合いのための基礎と実践を学ぶ」
　　をテーマに、会議、打ち合わせ、ワークショップ等の場面において、
　　参加者主体で、円滑かつ効果的に話し合いを促進し、その目的を
　　達成するためのスキルとマインドを学びました。参加者のほとん
　　どがファシリテーションについての知識・経験はありませんでし
　　たが、日々の業務等でファシリテーションを活用出来るきっかけ
　　が掴めたようです。参加者は３０名でした。

  ３．    ゼミ・ステップアップコース
入職２～５年生を対象とした「 ステップアップコース 」を開催し
ました。
（１）「 静岡県労働者福祉運動小史講師団 」メンバーによる「 自主        
      福祉運動の歴史に学ぶ 」
　●講師：戸倉亨氏
（２）「 静岡労金会員研修講師団 」メンバーによる「 労働組合と福
　　祉事業団体～若手職員に期待するもの～ 」
　●講師：ヤマハ発動機労働組合 副中央執行委員長 永井新次氏
（３）プレゼンテーションとグループワーク
　　「 協同化推進に向けた理念とスピリットの再設定 」と題し、　
　　福祉事業団体からのプレゼンとグループワークを行いました。
　　お互いの団体を知り、相互に利用することの意義を職場にど
　　う広げるのか、どんな工夫があれば相互の利用が増えるのか
　　グループで話し合い、実践していくことを確認しました。参
　　加者は１９名でした。

coop
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。
暮らし

何でも相談

静岡 宇宙をめざせ！

【プロフィール】 宇宙飛行士、京都大学大学院総合
生存学館特定教授。1997年、スペースシャトル「コ
ロンビア号」に搭乗し、日本人初の船外活動を実
施。2008年、スペースシャトル「エンデバー号」
に搭乗。国際宇宙ステーション（ISS）日本実験
棟「きぼう」の船内保管室を ISS に取り付け、日
本が開発した最初の有人宇宙施設に乗り込んだ初
の日本人となる。2009 年国際連合宇宙応用専門
官、2016 年京都大学宇宙総合学研究ユニット特
定教授、2020年より現職。

【日時】1月28日（土）
　　　14:00 ～ 15:45　（開場予定 13:15）
【会場】グランシップ 11階 会議ホール『風』
　　　 静岡市駿河区東静岡2-3-1 JR 東静岡駅南口徒歩5分
　　　　（公共交通機関をご利用下さい）

【募集】350名　（申込先着順）
【申込】 電話・FAX・下記QRコード・ホームページより

ロッキーカレッジの開催報告ロッキーカレッジの開催報告

申込み
問合せ

静岡 『動の祈り、静の祈り』 佐藤初女さんから学んだこと。

【日 時】 1 月 21日 （土） 14:00 ～ 16:00
【会 場】 ALWFロッキーセンター （県勤労者総合会館3階）
【募 集】 40名
【聴講料】 1,500 円
【講 師】 内藤いづみさん （在宅ホスピス医・甲府ふじ内科クリニック院長）
【申 込】 静岡県ボランティア協会ホームページより https://shizuvol.jp

photo by 中西裕人
主催・問合せ 静岡県ボランティア協会   TEL 054-255-7357

静岡 テレビ寺子屋公開録画

【日 時】 4 月 22日 （土） 13:15 ～ 15:00
【会 場】 あざれあ 6階大ホール
【募 集】 200名（申込先着順）
【講 師】 調整中 （決まり次第ホームページでご案内します）
【申 込】 電話・FAX・下記QRコード・ホームページより

申込み
問合せ

ライフサポートセンターしずおか中部事務所 （平日 9時～ 17時）
TEL 054-270-3963   FAX 054-272-0014

ライフサポートセンターしずおか中部事務所 （平日 9時～ 17時）
TEL 054-270-3963   FAX 054-272-0014

（C）JAXA/NASA

講 師　土 井  隆 雄 さん

参加
無料

参加
無料

連続講座「今」を生きるヒント / 福祉事業団体 4 団体が主催の講演会を沼津・静岡・浜松の 3 会場で行いました。各界で活躍
する方を講師に招き、それぞれの専門や自身の経験から人生を豊かに過ごすコツや心の持ち方について話しました。

菊地幸夫さん
（弁護士）

玉置妙憂さん
（看護師・僧侶）

加藤一二三さん
（将棋棋士）

山根基世さん
（アナウンサー）

蓮池薫さん
（大学准教授）

柳田邦男さん
（ノンフィクション作家）



R o f u k u k y o  2 0 2 3  N ew  y e a r　1112　Ro f u k u k y o  2 0 2 3  N ew  y e a r

第１8回 チャレンジ川柳
誰でも気軽に参加！

川
柳
の
お
題
は
　

 

「
空
」  「ろうきんグリーン友の会県連絡会」・「静岡県退職者福祉協議会」共催、

 【ライフサポートセンター友の会】  協賛で、川柳の募集を行います。
募集期間　２０２3年　１月16日(月)～２月１6日(木)
応募規定　＜ろうきん＞や＜こくみん共済 coop＞にお取引のある方であれば、
　　　　　どなたでも参加できます。ただし、お一人様一首、未発表のものに限ります。
応募方法　応募用紙に記入して、
　　　　　①静岡県労働金庫本支店に備え付けの応募箱に投函または窓口に提出　　
             　②ライフサポートセンター友の会事務局宛てに郵送　　　　　　　　　　　　
　　　　　　〒420-0851　静岡市葵区黒金町５－１ 4Ｆ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　賞と賞品　最優秀賞　１点　１万円相当の商品券
　　　　　優 秀 賞　５点　５千円相当の商品券
　　　　　入　　選　数点　３千円相当の商品券
　　　　　佳　   作　数点　千円相当の商品券

★応募作品は、外部の有識者による審査会にて、厳正に審査致します。
★入賞作品の著作権は「ろうきんグリーン友の会県連絡会」「静岡県退職者福祉協議会」に帰属するものとします。
★入賞作品ならびに入賞者は、ライフサポートセンター友の会・ホームページ、次号会報にて公表します。
★最優秀賞ならびに優秀賞は、表彰式を行います。入選、佳作者は賞品の発送をもって表彰に代えさせて頂きます。
★応募者の個人情報は、入賞者への賞品の発送及び本件に関する諸連絡にのみ使用させていただきます。

お問合せ先　ろうきんグリーン友の会県連絡会事務局・静岡県退職者福祉協議会事務局　☎０５４－２７５－１３８８
協　　　賛　ライフサポートセンター友の会
後　　　援　静岡県労働者福祉協議会・静岡県労働金庫・こくみん共済 coop静岡推進本部

チャレンジ川柳の募集で～す  
ユーモアに風刺をきかせ、

そしてホロリ  
そんな作品募集中！

　２０２２年９月１６日（金）、新企画「清水ヒカリ座大衆演
劇鑑賞会」を１４名の会員の参加により開催しました。「清水
ヒカリ座」とは清水駅前銀座商店街アーケード内に 2018 年
11月にオープンした劇場です。地元商店街にありながらも「大
衆演劇」の世界にこれまで馴染みがなく、初めて劇場を訪れ
た参加者が大半でした。
　「大衆演劇」を代表される方といえば、梅沢富美男さんや
早乙女太一さんなどが有名です。ご存じの方も多い事と思い
ます、「大衆演劇」をイメージできたのではないでしょうか。
　数名から 30 名ほどで構成され全国に約 150 ある劇団が、
全国各地の専用劇場（常設小屋）や健康ランド、ホテルなど
で公演。清水ヒカリ座には毎月1 劇団が昼の部、夜の部と公
演を行います。構成は「時代劇芝居」と「歌謡・舞踊ショー」、
演目は日替わりで毎日通っても楽しめます。「大衆演劇」なら
ではの美の世界と派手な演出、役者と観客の距離も近く、比
較的安い料金で楽しめます。静岡県内の専用劇場はこの「清
水ヒカリ座」だけのようです（地区事務局調べ）。
　感染症予防に注意しながら大勢で遠出することが難しいか
らこそ、「地元清水の活性化」「今こそ地元に目を向けよう」
と思い企画したイベントです。皆さまも「大衆演劇の世界」
に酔いしれることができる「清水ヒカリ座」を訪れてみては
いかがですか？

清水地区退福共
「清水ヒカリ座大衆演劇鑑賞会」開催
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吉岡 秀規 氏
富士宮地区労福協　事務局長
日本プラスト労働組合　執行委員長

浦本　幸男
ウラモト 　 　ユキオ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.47

人物登場 運 動 継 承
事業団体職員・労福協役員へ

贈る
言
葉

　連合静岡 清水地協初代事務
局長、清水地域労福協会長の
要職を皮切りに連合静岡会長、
静岡県労福協理事長などで更に
労働者の生活向上に向けた活
動に携わる。
　2012年からは静岡ライフサ
ポートセンター友の会会長として
活動中で、現在に至る。

　「連合評価委員会最終報告」を共通の根っ子と
して、連合静岡と県労福協の連携はますます深
まっていきました。
　平成１８年５月には、県労福協の呼びかけで
「クレサラ県民会議」が結成されます。この会議
には県労福協・連合静岡・県弁護士会・県司法
書士会・県生活協同組合・県労働金庫・全労済
県本部が加盟し、グレーゾーンの金利引き下げ
のために精力的に活動し、新貸金業法案成立の
原動力になりました。　　
　平成１８年９月に「ライフサポートセンター
しずおか」が設立されます。同年１０月の連合
静岡定期大会において、県内の東・中・西部に
モデル地協が配置され、一人でも入れる「連合
静岡ユニオン」が誕生しました。平成１９年の
大会では、「地域に根ざした顔の見える労働運動
をめざして」として具体的に連合静岡・労福協・
ライフサポートセンターの協働による地域連携
が提案されました。
　平成２１年、県労福協から「フードバンク静
岡設立検討委員会」の呼びかけが関係７団体に
なされました。１０月には学習会が開かれ、東
京でフードバンク活動を実践している「セカン
ドハーベストジャパン」の説明をお聞きしまし
た。これが後の「フードバンクふじのくに」設
立に繋がります。
　平成２２年、連合静岡・県労福協・労金・全労済・
福祉基金・富士社会教育センターの教育関係者
に集まってもらい「人材育成システムＰＪ」が
立ち上がりました。これが後のネットを利用し

　みなさん、こ

んにちは。

この 2022 年７

月より富士宮地

区労働者福祉協

議会にて事務局

長を仰せつかっ

ております、日

本プラスト労働

組合の浦本幸男

と申します。私

は、2020 年より幹事として参加させていただき、

7 月に事務局長の任に就いたばかりです。そんな新

米事務局長の私の元にリレートークの寄稿の話が届

き大変驚いております。

　私は愛する妻と大学生の息子、中学生の娘がおり

ます。私が家族といるところを見かけた周囲の方に

「仲良し家族だね」なんて言ってもらえますが、私自

身も仲良し家族と自負しております。書記長時代か

ら専従として５年目、そんな家族にも支えられながら、

書記とも常日頃より和やかな雰囲気を漂わせ、共に

立ち寄りやすい組合事務所を目指しています。また、

組合役員ともいろいろな会話を交わしながら活動を

続けていますが、私に関わってくださる方をはじめ、

「ますます人に優しく」を心がけていきたいと思って

おります。

　最近は、コロナ禍による行動制限によって組合イ

ベントが難しい時期となり、組合員の皆さんに何も

還元することが出来ず大変申し訳ない思いが続いて

いました。しかし、制限緩和を受け、現地集合・解

散やアルコールスプレーの参加者配布など感染防止

の工夫をしながら少しずつイベントも出来るようにな

り、組合員とご家族の笑顔が見られ大変嬉しく感じ

ております。他の組織の皆様はいかがでしょうか？

　富士宮地区労福協の活動についても、他の地区

と同様にコロナ禍で思うような活動ができていない

のが実情です。そのような中でも、「富士急ハイラ

ンド現地集合ツアー」や地元の再発見を兼ねた「い

①趣味：釣り、酒蔵通い
②モットー：常に笑顔
③最近感動したこと：
　庭に植えたサツマイモがしっかり実っていたこと　
④最近失敗したこと：急遽コストコに出かけることになり、
　整体の予約をすっ飛ばしたこと　　

た「Workers  library」開設に繋がります。「無
知の知」という言葉が私は好きです。彼のソク
ラテスは「対話」を重視して弟子を育てていき
ました。質問することで弟子たちは自分の無知
を知ります。知らないことばかりですから、み
な必死に勉強します。「Workers  library」への
資料入力は連合事務局だけではなく３役組合の
教育担当者や事業団体選任者の手によるもので
した。リーダーや教育担当者が自ら学んだこと
をアウトプットすることが最上の教育だったの
かもしれません。
　平成２３年３月１１日、忘れもしない巨大地
震が発生。私が県庁から事務所へ戻った直後で
した。急いでテレビを見ましたら、想像を絶す
る大津波の映像が映し出されました。連合静岡
では急きょ災害対策本部を立ち上げ、県ボラン
ティア協会の要請に応じてボランティア派遣を
決定しました。県労福協や事業団体とも連携し
て、大型バスによる木曜夜立ち・月曜朝帰りと
いう実質３日間のボランティア派遣を４月７日
から毎週、ロングランで実施しました。「クレサ
ラ県民会議」から「東日本大震災ボランティア
派遣」に至るまで、これすべて協同の力に他な
りません。その協同のパワーを実戦のなかで実
感しました。
　平成２４年、県労福協総会で理事長（連合静
岡会長と兼務）に選任され、ここで出会ったの
が「労福協の理念と２０２０年ビジョン」です。
発案者は「連合評価委員会最終報告」と同じ笹
森清氏でした。 

ちご狩り」など会員構成員

やその家族に喜んでい

ただけるイベントを展

開し、年々口コミで活

動が浸透し応募者も増

え、嬉しい悲鳴ではあり

ますが抽選にも一苦労して

います。また、富士宮地区労福協

のシンボリックな活動として2013年に始まった「森

づくり活動」では、「ろうきんの森」を舞台に間伐作業・

 里山再生の事業に取り組み、10 回以上の歴史を重

ねるに至っているほか、今年度は新たに「竹林整備」

も試行的に実施し、土砂崩れ等の災害防止にも取り

組みを広げています。私たち富士宮地区労福協の活

動を、ホームページより是非ともご覧ください。

　これら自然の中での活動には、地元の NPO 法人

「ホールアース研究所」の協力によるところも大きい

ですが、ホールアースでは、富士山周辺での自然

保護等の活動に加え、組織のチームビルディングの

機会の提供などもしています。皆さんの組織で「若

年層の育成を…」とか「新役員で交流を深めて…」

といったご要望があれば取り次ぎますので、富士宮

地区労福協までご一報ください。

　最後になりますが、今年度より富士宮地区労福協

は、会長・事務局長が共に交代となり、新たな一歩

を踏み出しております。ウィズコロナの新たな時代を、

新たな役員体制で、この富士宮地区の「福祉とくら

しの向上」に取り組み、より多くの働く仲間とその家

族に、交流の輪を広げていきたいと思います。皆様、

よろしくお願いいたします。

いちご狩りの様子　
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　10月16日（日）、「浜松を元気に！」のスローガンのもと、3年ぶりの「第
37 回労福協まつり」は浜名湖ガーデンパークにて開催されました。ま
た、緑地広場で浜松市労福協独自イベントとして、初めて取り組んだ
スポーツ体験会も同時開催となりました。
　心配していた天候は、季節外れの汗ばむ陽気となり、オープニング
のスウィングジャズオーケストラの演奏と武藤会長はじめ来賓の皆様の
テープカットで、「第 37 回労福協まつり」がスタートしました。来場者
数は 16,000 人と、コロナ禍の中でも多くの皆様にお越しいただき、
盛大に開催出来ましたことに感謝申し上げます。
　本部テント前では、今回も「フードバンクふじのくに」のフードドラ
イブを受付、更にバザーに代わる福祉チャリティー募金活動を展開し、
多くの皆様にご協力いただきました。チャリティー募金においては、トー
タルで 296,257 円の善意が寄せられ、「浜松市」と「フードバンクふ
じのくに」に、それぞれ 276,257 円、20,000 円を寄贈させていただ
きました。
　まつり会場内は、各種イベントブースや、一般商店 28、模擬店 36
と多くの露店が並び、飲食ブースをはじめ、金魚すくいや射的等、ま

つりの雰囲気を更に盛り上げるお力添えをいただき、来場の皆様にお
楽しみいただいたところです。
　中央芝生広場では、これまでの定番企画に加え、ラダーゲッター、
バウンドフリースロー、グラウンドゴルフホールインワンチャレンジや、
簡易ステージの高校生ダンスショーなど新たな企画を取り入れました。
イベント広場のバッテリーカーや木工教室でも、お子様連れのご家族
を中心に多くの皆様に楽しんでいただきました。毎回好評の北海道産
ジャガイモ販売では値上げ幅を極力抑え、大粒ぞろいのジャガイモを
多くの皆様に購入していただけました。
　来場された方から「子供と楽しみに来場しました」「コロナ禍での対
応大変でしたね」「可能な限り継続してくださいね」等、嬉しい声も多
くいただけたことは主催者として何よりです。労いの言葉を多くかけて
いただけましたが、コロナ禍での感染防止対策実施や 3 年ぶり開催で
担当事務局員退任など、過去のまつりに比べ開催のハードルが高い中、
多大なご協力をお願いしたことや、運営面でご苦労をおかけしたこと
があったかと思います。次回以降の開催においては、各ブロックから
提出されたご意見や課題を改善できるよう取り組んでまいります。
　いずれにしましても、大きな事故がなく開催できたことは、来場者
の皆様をはじめ、まつり運営に関わってくださった全ての方々のご協
力の賜物と感謝しております。今後も労福協まつりが、皆様に楽しん
でいただけるイベントとなるよう、また、勤労者と市民のコミュニケー
ションの場として盛大に開催できますよう、役員・スタッフで盛り上げ
てまいりましょう。引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、
報告とさせていただきます。

　裾野地区労福協は10月15日（土）、３年ぶりのレクリエー
ションイベントとして「パークゴルフ大会」を開催しました。
「パークゴルフ」とは「グラウンドゴルフ」のような１本の
専用クラブとボールを使って、少ない打数でカップインを目
指すという、芝生の専用コースで実施するシンプルなスポー
ツであり、幅広い世代で気軽に楽しむことができます　。　。

　当日は、組合員やその家族、裾野地区退福共からも１チー
ム（４名）を招待し、計 14 チーム 55 名にご参加いただ
きました。
　パークゴルフ初心者がほとんどの中、最初は戸惑いなが
らのプレイでしたが皆さんコツをつかむのが早く、中盤以
降はあちこちから歓声が上がるなど、初のイベントは大変
盛り上がり、事務局としてもうれしい限りでした。コロナの
流行以前は、毎年秋にボウリング大会を実施していました
が、市内唯一のボウリング場がコロナ禍の影響により惜し
まれながらも昨年 44 年の歴史に幕を閉じ、ボウリング大会
に代わるレクリエーションは何か無いかと考えていたとこ
ろ、北駿地区労福協の恒例行事である「パークゴルフ大会」
を紹介いただき、開催に至りました。
　さて、結果はどうだったのでしょうか・・・？　なんと・・・
ハンディなしで退福共メンバーが優勝・準優勝と個人賞上
位を独占、当然のことながら団体賞もダントツの成績となり、
労福協メンバーをびっくり（がっかり）させたところです。
　当日はフードドライブを実施し、段ボール２箱もの食料
品等を寄贈いただきました。
　楽しんでいただいた「パークゴルフ大会」来年も実施で
きればと思います。北駿地区労福協に「感謝！」です。

「パークゴルフ大会」を開催「パークゴルフ大会」を開催
裾野地区労福協裾野地区労福協

「第37回労福協まつり」を実施「第37回労福協まつり」を実施
浜松市労福協浜松市労福協

「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を
模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ組織をより身近に感じていただくために、
中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

あけましておめでとうございます。
N-Pocketは民設民営の中間支援NPOとして1998年設立以来、中間支援
活動を続けてきましたが、障がいのある人や外国ルーツの子ども達と出
会い見えてきた社会課題を見過ごせず、多様な人々の社会参画を進める
現場活動も並行して行ってきました。
元々シンポジウム「情報公開条例を市民の手に」への参加者有志が設立
したため、市民自治には感度を高くし、浜松初の中間支援NPOと言って
も、行政の行動原理である公平性を強いられやすい施設運営には関わっ
てきませんでしたが、市民と行政との相互理解を進めようと、委託事業
でも組織外メンバーで成る委員会を設置し、市民の社会参画の仕組み作
りに注力しながら実施してきました。昨年は、浜松市の公園づくりに関
わる市民協議会設立の準備事業を受託。協議会のそもそもの役割等、市
民と行政が一緒になって土台から議論する場づくりに関わりました。
静岡県労働者福祉基金協会委託「NPOプレゼント講座」では、2013年度
に日詰一幸先生の助言を受けて始めた「議員と語ろうNPO円卓会議」を
以後毎年開催。市民と議員が自由に、そして対等に議論する場を作り出
すことができました。
こうした形の人と人をつなぐ中間支援活動を今後も続けたいと思って
います。
　　　　　　　　　　　浜松NPOネットワークセンター（N-Pocket）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　井ノ上美津恵

議員と語ろうNPO円卓会議　2019年

浜松市公園づくり市民協議会　2021年

浜松NPOネットワークセンター事務所
（ハルカムビル2F）

地域・地区労福協の活動予定
月   日  　曜日 　開催時間   　　　 催事（イベント） 　　 　　　　　　　　 会場（場所）　　　　　 　参加資格・参加費など　　　  　　　　主　催 　　　　　　　　　　　備　     考

1

月
　

2

月
　

3
月
　

※入園期間　12/1～1/31
お問合わせ先  伊東熱海地区労福協・賀茂地区労福協
第1部　NPO法人e-Lunch　松田様による講演会
第2部　意見交換会
お問合せ先　
静岡地区労福協　☎054-269-4628

お問合わせ先  三島地区労福協
☎055-955-7670　（月・水・金10～14時）

お問合わせ先  小笠南地区労福協
☎0537-28-9566　（火・水・木9：30～14：00）

お問合わせ先  島田榛北地区労福協
☎0547-36-7371　（月・水・金9：00～14：00）

お問合わせ先  小笠南地区労福協
☎0537-28-9566　（火・水・木9：30～14：00）

募集人員200名（申込み多数の場合は抽選）参加者は会員および会員のご家族であること
お問合わせ先　富士地区労福協　☎0545-57-6029
1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合わせ先  磐田地区労福協　☎0538-32-2706
参加者の代表が静岡地区労福協会員であること
お問合わせ先  静岡地区労福協　☎054-269-4628
参加者は静岡地区労福協会員および会員の家族であること
お問合わせ先  静岡地区労福協　☎054-269-4628
大会開催期間:2022/11/11～2023/2/10
※事前に参加申込みをされた会員

1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合わせ先  磐田地区労福協　☎0538-32-2706
1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合わせ先  磐田地区労福協　☎0538-32-2706
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27
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28

18

25

25

4
5

土
日

会員役員

どなたでも・無料

どなたでも・無料

どなたでも・無料

伊豆地域労福協

静岡地区労福協

小笠南地区労福協

三島地区労福協

富士地区労福協

静岡地区労福協

静岡地区労福協

清水地区労福協

東遠地域労福協

清水テルサ6F、７F

プラザアピアボウル

山梨各所

磐田地区労福協事務所

プラザアピア静岡店

磐田地区労福協事務所

磐田地区労福協事務所

掛川花鳥園

地域再発見！  ファミリーイベント

山梨満喫バスツアー

新春落語

ボウリング大会 浜岡グランドボウル

　島田市プラザおおるりホール

富士サファリパーク現地集合・
現地解散ツアー

富士サファリパーク

無料法律相談

無料法律相談

若者・女性研修交流会 掛川グランドホテル 地域労福協会員

無料法律相談

・伊豆シャボテン公園・下田海中水族館
・伊豆グランパル公園（グランイルミ）

参加申込代表者は会員
参加費：各施設毎

地区労福協会員
１チーム　4,000円
地区労福協会員

１チーム　4,000円
会員およびその家族

参加費あり
無料

整理券が必要

大人（中学生以上）700円
小学生　300円

大人1,000円
こども（4歳～中学生）500円

大人（中学生以上）1,000円
小人（２歳～小学生以下）500円

会員
500円/1人

連合中遠地協、
磐田地区労福協

連合静岡地協
清水地区労福協

島田榛北地区労福協
島田榛北勤労者福祉共済会

連合中遠地協、
磐田地区労福協
連合中遠地協、
磐田地区労福協

いちご狩りパーク
＆いちごカフェ久能屋

清水地区労働団体役員
合同セミナー
チャリティ

親睦ボウリング大会

期間限定入園チケット斡旋
掛川花鳥園

静岡再発見の旅
「いちご狩り（おみやげ付き）ツアー」

2022年度 労組対抗
集まらないボウリング大会

10時～12時
までに入園

9：30～
12:30
9：30～
12:30　

9：30～
12:30

18：30

受付
9：00～10：00

受付
10：30

終日

9：15
～11：40
受付
17：50～
受付
17：45～

12/1
  ～
1/31

12/1
  ～
3/31

11/11
  ～

2/10
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■ロッキー奨学金の内容を初めて知りました。県
内の勤労者の県内大学と地元応援という点でいい
ですね。　　　　　　　　　　　　磐田市　中川様

■労福協だよりには私の知らないさまざまな支
援、ボランティア活動が掲載されていました。台風
被害の募金活動など各組織で行われており私も協
力しました。今以上に世の中の理解が進み、会社や
スーパーなど身近なところで参加できるスポット
が増えていくといいですね。　　　浜松市　渥美様

■社会貢献活動の一環で、弊社も9月にフードバン
クを行いました。今後はフードドライブに協力し
てもらえる団体を増やしていく為の活動をしてい
きたいです。　　　　　　　　　　沼津市　大塚様

■毎日お仕事お疲れ様です。フードバンク活動は
食品ロスの削減につながってとても良いことだと
思います!ですが、やり方などよくわからないの
で、ポスターなどで分かりやすくしていただきた
いです。季節の変わり目で体調を崩しやすいです
が、お体に気を付けてこれからもお仕事頑張って
下さい！　　　　　　　　　　　浜松市　浅野様

■Ｐ.6のＳＤＧｓの例がすごくわかりやすくて、
冷蔵庫に貼りました。よくＳＤＧｓと言われます
が、何かよく分かりませんでした。でも、Ｐ.6の例
を見るとマイバッグは必ず持つし、しっかり分別
してゴミを出すし、生ゴミは外に埋めているし、知
らずに協力できていてびっくりしました！
　　　　　　　　　　　　　　　富士市　倉島様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数56通の内、
正解者の中から
抽選した結果下記の方々が
当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）Ｃ :19回
（２）B :労働者協同組合法
（３）  A :カブトムシと亀（カメ）

クイズ  前回の答え

○富 士 市 　 宮 下 様
○焼 津 市 　 小 黒 様
○藤 枝 市 　 加 藤 様
○牧之原市 　 中 嶋 様
○磐 田 市 　 堀 内 様

当選者

■締 切 日　２０23年2月17日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募する をクリック

❶ろうきんグリーン友の会県連絡会・静岡県退職者福祉協議会共催で
　行われるチャレンジ川柳のお題は、次のうちどれでしょうか?
　Ａ：空　Ｂ：山　C：海
❷人物登場で紹介しました富士宮地区労福協 
　浦本事務局長が趣味で通う蔵はどこでしょうか？
　Ａ：酒　Ｂ：味噌　C：醤油
❸3年ぶりに開催された「第37回はままつ労福協まつり」　の
　会場はどこだったでしょうか？
　Ａ：浜名湖ガーデンパーク　Ｂ：浜名湖お庭パーク
　C：浜名湖ガーデン公園

　　　

浜松市労福協事務所の紹介 
・住所：浜松市東区上西町1270
・電話：053-465-2002　FAX：053-465-1155
・JR東海道線　天竜川駅より直線で1.6㌔　
  道なりで2.3㌔（車で8分）
・事務所の開いている曜日：平日
　（来所の際は事前にご連絡ください。）
　 平日9：30頃～16:00頃　事務員1名につき、用件で不在時有。
※事務所の特徴 : 「友愛会館」には以下の労働・福祉団体の事務所が併設され
ています。連合静岡地協、ライフサポートセンター西部事務所、JAM静岡浜松地
区事務所、UAゼンセン浜松地区事務所、浜松市労福協、浜松地区退福共会議
室や駐車場があり、各団体の役員会議や打合せ等での利用率が高いです。
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2023 新年号 発行日／令和5年1月1日　発行所／（一社）静岡県労働者福祉協議会
発行責任者／畑　秀暢　 TEL.054-221-6241　FAX.054-273-3110

●Eメール ●インターネットホームページ

労福協だより

https://Shizuoka-rofukukyo.jp/

検索サイトからもご覧いただけます

地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介

ユニオントラベルからの
　　　　　　　お知らせ
ユニオントラベルからの
　　　　　　　お知らせ
ユニオントラベルからの
　　　　　　　お知らせ

2023新春歌会はじめ2023新春歌会はじめ2023新春歌会はじめ
冬休み子ども食糧支援の活動冬休み子ども食糧支援の活動冬休み子ども食糧支援の活動

ALWF ゼミ3コース開催の
　　　　　　　　　お知らせ
ALWF ゼミ3コース開催の
　　　　　　　　　お知らせ
ALWF ゼミ3コース開催の
　　　　　　　　　お知らせ

こくみん共済 coopからの
　　　　　　　　　お知らせ
こくみん共済 coopからの
　　　　　　　　　お知らせ
こくみん共済 coopからの
　　　　　　　　　お知らせ

ALWF 福祉基金協会からの
　　　　　　　　　お知らせ
ALWF 福祉基金協会からの
　　　　　　　　　お知らせ
ALWF 福祉基金協会からの
　　　　　　　　　お知らせ

チャレンジ川柳チャレンジ川柳チャレンジ川柳
退福協活動報告退福協活動報告退福協活動報告
NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介

フードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせ
労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ

事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

人物登場
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.47（富士宮地区労福協）
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.47（富士宮地区労福協）
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.47（富士宮地区労福協）

人物登場
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.47（富士宮地区労福協）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こくみん共済 coop 静岡推進本部   
(静岡県労働者共済生活協同組合) 
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